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関野聖雲とは
　現在、木彫関係者、研究者を除いて彫刻家・関野聖雲の名を知るも

のは多くない。しかし、明治以後木彫文化の礎として聖雲はあまりにも大

きい存在である。

　聖雲は本名を金太郎といい、神奈川県愛甲郡小鮎村（現厚木市）に

て明治22年5月に生まれる。数え16歳のころ高村光雲の門弟になる

も、明治39年4月には東京美術学校（現東京藝術大学）木彫選科に入

学する。明治44年の卒業時には「白拍子」が同校作品買い上げとなり、

作家としてその後の活躍も期待される。大正2年、第三回東京勧業展覧

会にて技藝褒状を得て宮内省御用品になり、その後当時の新進彫刻

家をあつめた「東台彫塑会」の旗揚げにも参加する。帝国美術院展覧

会（帝展）にも第一回より出展し、第二回には「力光」で特選を受ける等、

当時の木彫家としての代表格となってゆく。

　東京美術学校木彫科助教授として聖雲が大正10年3月に任命され、

約24年間教鞭をとる。東京美術学校時代の聖雲の最も大きな仕事の

ひとつとして京都・浄瑠璃寺の「吉祥天立像」の模刻（参考図版）が挙

げられる。聖雲は昭和6年に約10ヶ月の期間でこの模刻像を完成させ

る。「吉祥天立像」を岡倉天心は「考謙帝の初期に属すべきもの」として

いるが、聖雲は模刻のための詳細な調査により「藤原時代の作者が天

平を狙って作ったものである」との異説を説いている。実際の制作年とは

異なるものの、制作技法の新たな発見や彩色の再現など、その後の美

術史上大きな発展へつながった。昭和22年、聖雲は惜しくも58歳という

年齢で没するが、聖雲門下生からは三木宗策、澤田政廣など多くの近

代を代表する作家が輩出された。

　本展によって聖雲の名作を生み出した道具やその手跡が観られるの

は、現在木彫に従事するものへの資料的価値はもとより、聖雲の彫刻

に触れる機会の少なかった方にも親しんで頂くよい機会となるだろう。

東京藝術大学大学院  文化財保存学  博士課程

藤曲隆哉F u j i m a g a r i  Ta k a y a

【参考図版】
「吉祥天立像」（模造）
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TEL：078-242-0216　FAX：078-241-4713

UR L：h t t p：//dougukan . j p

▷JR・阪急・阪神「三宮駅」徒歩18分
▷JR・阪神「元町駅」徒歩10分
▷地下鉄「県庁前駅」徒歩5分
▷新幹線「新神戸駅」タクシー10分

個人 団体
一般 300円 250円

大・高生 200円 150円

小・中生 100円 50円

障がい者手帳を
お持ちの方 無料

65歳以上の方 100円

※団体は20名以上 ※その他各種割引あり

写真提供／東京藝術大学

※本展には出品されません


